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〜移動⽀援を始めるために（三郷中萱地区）〜



安曇野市三郷 中萱地区の概要
・人口 3,077人
・世帯数 1,237⼾
・高齢化率 30.3%
・認定率 13.5％

高齢者数は約900人
・JR中萱駅のある地域
・豊科地区に隣接
（真々部・下上鳥羽）



豊科上鳥羽

三郷東中萱

あづみんで綿半へ
買い物に行くんだけど、
乗降りする場所が
ちょっと遠い駐車場

なのよね…
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社協に相談

区内で勉強会

高齢者の多い中萱では、
足の問題が深刻になる。
移動支援について、なにか
出来ないだろうか？

区の仕組みとするには
時間も準備も必要。

でも困っている人がいる…

自分一人でも出来る
ことからはじめよう！！

参考地図：ゼンリン



一人でも始められることから…！！

国が有償にあたらないとしている例を参考に準備
移動サービスを
始める前に…

無償型マイカー送迎
マイカーを活用し、ガソリン代等の実費のみを利用者に負担してもらう

■ガソリン代の算定方式（国土交通省通達）

走行距離÷燃費（㎞/ℓ）×1ℓあたりのガソリン価格

例えば…田沢駅から市本庁舎まで 8㎞(往復)÷15㎞×145円＝77円
■保険の加入

保険
自動車賠償責任保険・任意保険
送迎サービス補償・ボランティア活動保険



エリアを決めて
希望者を募ろう！ 担当地区内でヒアリングして、希望者を調査

対象者：⻄村地区の一人暮らし・高齢者世帯
（受け持ちは約20名いるが、希望者は、現在5名）

時 間：午前9時〜午後5時 ※土日は要相談
前日までに電話で予約 希望日は2日程以上

送迎先：通院・買い物・銀行・美容院など
20分〜30程度の場合は駐車場等で待機
病院と薬局、買い物と美容院などセットの場合も

はじめるときは、区⻑や隣組⻑に
協力してもらって周知することが大切！



課題
①互助による移動支援が周知・理解されていない。
→いろいろな方法があり、完全無償型と言ってもすべて自分持ちではない。

②活動の賛同者・後継者
→地域に移動支援が必要と思っている人は多い。
いかに仲間（賛同者）を増やして行くか。
自分が運転できなくなった時の、後継者（ドライバー）の確保

地区内に賛同者を呼びかけ、活動を拡大。
試行運転を約1年行い、地区の仕組みとしていく上で注意すべきことなども
見えてきた。区内の賛同者と移動支援ボランティアを立ち上げたい。

今後の展望


